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　　　　　　　　小望遠鏡を持つ槻測者へ

　　　　　　　　　　　スペンサ1・ジヨ蟹ンス博士

　軸星條と圓板星像との光度

天界196

（2）

　　　　　　　　　　　　最初に述べた様に，室氣一一よく適當な倍率を用

ふるならば，射出瞳孔は膿孔より小さく，眼瓢に眼を置けば望遠鏡に入った

光は凡て瞳孔に入る．從ってその縞合，望遠鏡と言言とに依る星光の集光比

は鋤物のレンズロ脛と瞳孔の口径との比になるわけである．併し實際は，屈

折式では謡物と接眼レンズの表面に於ける反射，及びレンズ中の吸二等あり，

反射式では鏡面の不完全反射，接眼レンズ表面での反射等あって，光の通過

量は望遠鏡に依って異なる．併しその李均値は約60％と見てよからう．

　瞳孔の口径をδとし，望遠鏡を使用する事に：依って増加する光の量の比は

　　　　　　O．6　（DIP．）2

從って，肉眼で見える最微光度を6．5等級とすると，口径Dで見える最微光

度の限度は

　　　　　　9．1　十　dr　log　D

故に，25糎では14等級まで，50糎では15．5，75糎では16．5等級まで見えるこ

とになる．併し正確な限度はその望遠鏡の實際の通過光量と大氣の透明度と

に依る．以上は星像が鮎である揚合であるが，實際は高倍奉を使用したり，

シ1イング不良等で星像は瓢とならす或る面積を持って見える．從ってその

血合は圓板星像（今後，面積のある星像を簡輩に逸板三二と記す）たる月，遊

星や彗星等と同様に考へなければならぬ．

　酒面で圓出品像の両論を考へやう．その流板内に直径eなる小辞退面積を

とる．暫らく望遠鏡に依る光量の損失はないとすると，之の軍記面積から眼

に入ってくる光は（D／δ）2の比で攣る．併し倍率mを用ふると，嘘吐面積

はmeになる．從って網膜内の一定面積に入る光量で感ずる所の天膿の表面

光度は次の比に依って鍵る．

　　　　　　Dg／m2E2

　抵て倍寧mがD／δよりも大きい間は，射出瞳孔dは瞳孔δよりも大ぎい

理であるから，望遠鏡の全口径は利用されてるなV・ことSなる・故ICmが
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D／δに等しいか，大きい間は圓板星像の表面光度は肉眼で見るより明るくは

なり得す，望遠鏡に依る光の損炎を考へに入れへば，常に望遠鏡で見る方が

暗1い事になる．

　前に倍率は25D以上でない、と不利と述べたが，實は之の三隅でもすでに

D／δの限度の6倍に相野し，矛盾が生じたわけである・結野臥際槻馴する

に二っては之の倍率の1倍傘乃至2倍位v・が限度であらう．

　60％の光の損失として，望遠鏡と肉腹との表面光度の比は，之等二っの準

率の限度で夫々O．07と0．004となる・それで一・一一般に星が戸板朕を呈する様にな

れば最早や，口径に從って見得る星の限界光度は違って來て，無暗に高倍率

を用ふると微光星は貯えて了ふ。倍傘の限度は大氣の歌態に依ることも大壷

いが，要するに無暗に高倍率を便用するのは損のみあって得なしである．

　焦髄期・さい望蓮鏡爲眞望遠鏡の揚合は倍事には鰹舗係で只，封物レンズ

の焦三面の像taのみ關係する．で，圓板星像の面積は同じ回暦ならば野冊距

離の二乗にのみ比例する．從って園板像の光輝は望遠鏡に入る量に比例し，

圓板の面積に逆比例する．即ちその光輝はD2／F2に依って表はされる．それ

で，二黒占比小さい望遠鏡が有利であって，焦黙比FIP二5の豊遠鏡は管網占kL

⊥0のものx圓板像より4倍明るい．

　それで旧観望遠鏡でも彗星等の槻測に焦二野小さいものがよいと思はれ勝

である．成程，i彗星捜索等には有利な事もあるが，併し開脚観測の場合は焦

鮎比には無幽係で只，口径と倍i奪に影響する事は前蓮の通りである．だから

圓三星像の丁合，レンズの大きな曲率は牧差を起し，同じ曜1で長い焦黙巨

離のものよりも，むしろ不利である．その適例として彗星の見え方が器械の

用ゐ方で違ふ事を示さう．

　今大小2個の望遠鏡があり，倍率は口径に比例しだものであるとする（例へ

ば12Dとか25Dとか）．すると尾は爾者ながらよく見える・併し核は小口

径では殆んど見えす，大口径でばよく見える．此麗で大口径の倍傘を許せる

限り大きくすると尾の光度が落ちる・それで大口筏高倍率の観測者はし輝

いた核あり，尾は僅かに見える「と報告し，小口径，低倍率の観測者はL輝い

た星あi），核はなしnと報告するであらう．但し，前者が若し低倍率を用ふ
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れば後者と同じ程に尾も明るく見るのである．

　圃板星像に於ける廻折の影響　之の影響は，面積を各部分に：分けて夫々の廻折

像を考へると，全般的影響が判って興る．拐て之の廻折は一般に，明曙の明

瞭な境をぼかす作用をなす．一稼に輝く圓板を観測すると，その端になる前

に光度が減じ，實際の端を過ぎてまで像は延び，光輝は次第に弱まってみる．

極く小さな型板だとその影響も大きく，例へば15糎鏡で木星の衛星（直径1”）

を見ると，3”にも掻がつて見え，中心の光輝は60％に減じてみる．廻折の

影響の例として，水星に火山ありと騒がれた事がある．水星の日面経過の時，

5糎程の小口径で観測すると，その星像申に輝いた黙が見える・eれを火山

と間違へ信じられた頃もあったが，これは明らかに小口径望遠鏡を用みた爲

めに起つた廻折の影響である．更に，黒滴と言はれる現像，即ち，日面経過

の内鯛時に，遊星の端と太陽の端との間に起る現象で，これも亦廻折の影響

の一例である．

　廻折に依る斯かる影響，即ち星野の明暗の鋤裕や，細かい模様等を甚だし

く攣化させる影響を，眼覗観測を判罪する野合，常に心に留めてみなければ

ならない．殊にアマチュアが一般に用ふる小口径望遠鏡に於いて，之の影響

は更に大きいものなのである・

　最後に前記DanjonとCouderの望遠鏡と言ふ本にある一節の金言を紹介

して，之の話を絡らうと思ふ．

　L天禮と望遠鏡裏の其の星像との蘭係は，丁度，海岸線とそれの君門との關

係と同じであるいくら地下を顯微鏡で調べても，實在のもの通りを地圖か

らは知り得ない．これと全く同檬で，遊星面の細かな模様が見える見えない

は，倍率の問題ではなくて，重要なのは分離能力如何にあり，これは師ち，

望遠鏡の口径に依って左右されるものなのである「。（終）

　　　　　　　　　　三　澤　勝　衛　氏

　本倉名磐愈員三澤勝衛氏は病氣御重態の由に就き，本魯より電報を以て御

見舞致しました所，目下病勢一進一退無我の境地に御識養の虫御禮をいた穿

きました．


